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イスラエルの不動産購入の預言的な重要性について    

2008 年４月 27 日 アシェル・イントレーター    

エレミヤ書には、エルサレムの崩壊についての預言と、その後の世界中の国々に対する神の裁き

についての預言がたくさん書かれています。これらの裁きに関する預言の中に、イスラエル国家

の回復についての希望が述べられた、美しい箇所があります。（エレミヤ 29-33 章）これらの章の

中心に、偉大なる「新しい契約」についての預言があり、主の御教えが私たちの心に刻まれるとい

うものです。（エレミヤ 31:31-34） 

この聖書の文脈において、新しい契約はイスラエル回復の一部であり、また担い手であり、互いに

つながり、互いに依存しているのです。 

新しい契約について書かれた直後に、イスラエルの人々はもはや完全には破壊されないという神

の約束が来ます。（エレミヤ31:35-37）この契約が初めて結ばれた相手はイスラエルの人々である

ため、契約が引き続き有効であるならば、彼らは存在し続けなければならないのです。それは、罪

の赦しが新しい契約（新約聖書）の条文の１つであるように、ユダヤ人の存在もそうなのです。 

これらの輝かしい赦しと回復の約束には、１つの実務的な問題が関わってきます。それは、イスラ

エルで土地を購入することです。エレミヤ書 32 章で、エレミヤは牢獄におり、バビロニア人は街を

破壊し始めていました。この危機的な時に、神はエレミヤに命じてアナトテで土地を買うために、証

人を立て、証書に署名し、お金を払うように指示しました。（1-12 節） 

神はまたエレミヤに、この土地を購入することは契約上の行為であり、終わりの日々の、神の御

国のご計画に影響するものであると説明しています。エレミヤは預言しました。「まことに、イスラエ

ルの神、万軍の主は、こう仰せられる。再びこの国で、家や、畑や、ぶどう畑が買われるようにな

るのだ。」（エレミヤ 32:15）これはエレミヤの時代には成就しませんでしたが、「長い間」（14 節）の

後に成就するのです。 

これらの預言を要約してみましょう。1. 新しい契約が行使される。2. イスラエルが破壊され、人々

は四散する。3. 国は、離散の間超自然的に保持される。4. 長い年月の後、人々は再集結し国は

回復する。5. その時、新しい契約（新約聖書）の信者であるユダヤ人は（他の諸国の残りの人々

と共に）イスラエルの家々や土地を購入する。 

戦争の最中に土地を買うという提案は、あまりにも非理論的、非実用的で、エレミヤは祈りにおい

て声を上げました。「神、主よ。あなたはこの町がカルデヤ人の手に渡されようとしているのに、私

に『銀を払って、あの畑を買い、証人を立てよ。』と仰せられます。」（エレミヤ 32:25）これは有名な

賛美コーラスの、聖書の文脈です。「ああ、神、主よ。まことに、あなたは大きな力（中略）を持って

天と地を造られました。あなたには何一つできないことはありません。」（17 節と 27 節） 
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主がこれらの御言葉を私たちに示されている時、ドルの価値は下がり、イスラエルの不動産価格

が高騰し、ユダヤ人信者に対する迫害は増加し、テロリストグループは強力な武器を備蓄してい

ます。同じ時、メシアニックのレムナント（残りの人々=ユダヤ人信者）は成長し、多くの若い家族は

新しい家を買う準備と必要が整ったところにまで成熟しました。 

主が与えられる機会と悪魔からの攻撃は同時に来ます。私たちは、エレミヤのように叫び、「あな

たにできないことはなにもない！」これは、イスラエルの不動産を購入するには最悪の状況のよう

に見えますが、預言のタイミングはやってきたのです。この章は、今私たちの時代において成就し

つつあります。 

ユダヤ人信者のためにイスラエルで土地を購入することは、実務的な理由だけでなく、預言的重

要性も兼ねています。イエシュアは、私たち（ユダヤ人信者）が「主の御名によって来られる方に、

祝福あれ。」（マタイ 23:37-39）と叫んで主をお迎えする時にのみ、戻るとおっしゃっています。 

   

メシアであるイエシュアに対するこの預言的な招待は、終わりの日々における私たちの希望の中

心です。それは、地上から行わなければならないのです。主の再臨を迎えるためには必要数の

人々がいなければなりません。天使たちや、天に去った聖徒たちのためではありません。これは

天と地をつなぐ霊的な橋で、イエシュアの再臨のために道を舗装するのです。 

天とのつながりはマタイ 23 章の祈り「祝福あれ。主の御名によって来られる方に。」（マタイ 23:39）

であり、地とのつながりはエレミヤ 32 章の土地の購入です。私たち信者は地においてイエシュア

を代表するものとして、これらの購入は土地に対する主の「（不動産の）権利証書」なのです。最近、

シンディ・ジェイコブス（注）は、この単純かつ核心をついた預言を私たちに宣告しました。「不動産、

不動産、不動産・・・・」 

注：シンディ・ジェイコブス：アメリカの著名な預言者。取りなしの祈りと預言を中心として世界的に

活躍する。Generals International という団体を持つ。 

これはイスラエル市民のための約束だけではありません。これは主の再臨を求めるすべての人々

との共同の契約事業なのです。私たちは、諸国のクリスチャンたちとイスラエル人信者が一緒に

なって、イスラエルに土地を購入することは、御言葉の成就であると信じています。 

ここイスラエルにおいて、どのようにして不動産を共同所有、共同出資するかは、いくつも方法が

あります。もし神があなたの心に、若いイスラエル人家族を助けるため、または宣教等の諸活動

のために家や施設を購入したいという思いが与えられたならば、どうか私たちに連絡して下さい。

あなたと共に祈り、いくつかの提携方法について助言をすることができます。 


